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１ 積み木配布セレモニー開催!!  

２月 13日県の木づかい運動「しあわせウッド運動」

ウッドスタートとして、幼少期から木に親しんでもら

うため、白鷹町の愛真こども園（文屋百合子園長）に

地元置賜地域のスギ材を利用した積み木をプレゼン

トした。駒林農林水産部長が、柔らかくて良い香りの

積み木でいっぱい遊んでくださいと挨拶すると園児

たちは元気よくお礼の歌を披露してくれた。木産協か

らは、相田副理事長が来賓として参列した。今回は、

置賜地区の製材工場から材の提供を受け、長井市の障

害者就労施設「せせらぎの家」で加工した。園児た

ちはさっそく積み木を取り出し、自分の身長以上に

積み上げたりして遊び始めていた。 

また、２月 26日は鶴岡市の鶴岡幼稚園（小杉隆

園長）にて、庄内支庁沼沢弘幸産業経済部長、木産

協からは阿部理事長が出席し庄内地区のスタート

セレモニーを開催した。庄内は鶴岡市内の製材工場

から材を提供し、大山の障害者就労施設「愛光園」

が加工した。今年度は置賜地区、庄内地区で５３幼

稚園に 3 月末まで積み木を配布する計画です。 

２ 森林の仕事ガイダンスに参加!! 

2 月 6 日山形国際交流プラザ２Ｆ会議室にて、平

成 30 年度「森林の仕事ガイダンス in やまがた」が

林業労働力確保支援センター主催で開催され、約

40 名の求職者（緑の雇用対策等一般県民、内学生 7

名）がお目当ての会社の説明を受けた。木産協から

は鈴木専務が出席し、組合活動や組合企業等全般に

ついて説明した。組合員からは㈱アイタ工業、安楽

城林産㈱、㈱荒正、小林木材㈱、㈲佐藤林産、㈱ス

ペースパーツ山形、東北ウッドカッター㈱、㈱山形

城南木材市場の 8 社が参加した。 
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5.乾燥材生産連絡協準備会開催!! 
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３ バイオマス証明で注意喚起!! （資源エネルギー庁） 

 ２月 25日、資源エネルギー庁はＦＩＴ（固定価格買取制度）における木質バイオマス発電 

で、林野庁の木質バイオマス証明ガイドラインに基づく適切な分別管理を行ったバイオマス 

（燃料）を調達して使用すべきとの注意喚起を発電事業者に行った。 

 ＦＩＴ制度におけるバイオマス発電設備で使用される木質バイオマスについては、木質バイ 

オマス証明ガイドラインに基づく由来の証明により適切に分別管理された木質バイオマスに限

り、「間伐材等由来の木質バイオマス」又は「一般木質バイオマス」の燃料区分の調達価格が 

適用されます。よって、木質バイオマス証明ガイドラインに基づき分別管理されていない木質 

バイオマスを使用し発電されたＦＩＴ電気は、本来「建設資材廃棄物」と同等の燃料区分の調 

達価格が適用されます。 

 また、電気利用者の負担により成り立つＦＩＴ制度では、電気利用者の信頼を確保するため 

適切な調達価格が適用されることが重要であることから、木質バイオマス証明ガイドラインに 

基づく木質バイオマスを使用する発電事業者は、当該ガイドラインに基づき適切に分別された 

木質バイオマスを調達し、使用する責務があります。しかしながら、平成 29年 7月 4日に総務 

省より公表された「森林の管理・活用に関する行政評価・監視結果報告書」においては、チッ 

プ加工業者等が木質バイオマス証明ガイドラインに基づく証明書を作成しないままバイオマス 

発電設備に燃料チップを納入する等、不適切な事例が報告されております。 

 木質バイオマス発電事業者におかれては、燃料チップ等の受入時に、納入された木質バイオ 

マスが当該ガイドラインに基づき由来証明されている物であることなど、十分にご確認くださ

い。なお、由来の証明書の不備等、木質バイオマス証明ガイドラインの不適切な運用による燃 

料区分の摘要が確認された場合には、ＦＩＴ法に基づく指導、改善命令の対象となり、また、 

改善されない場合には、認定を取り消す可能性がありますので注意ください。 

４ あおば会総会開催!! 

２月 22 日かみのやま温泉「古窯」会議室にて、会員

29 名が出席し、あおば会総会が開催された。会長の㈲

アイタ材木店會田悦陸氏の挨拶から始まり、続けてや

まがた中央木材市場社長阿部知行氏が挨拶した。 

また、来賓を代表して㈱ウンノハウス会長海野林作氏

が挨拶した。来賓として木産協理事長と専務、県産木

材利用センター専務が出席した。議事では事業報告と

収支決算、事業計画と予算書案はともに承認された。

また、役員改選の件は、全員留任で承認された。 

５ 乾燥材生産連絡協議会準備会開催!! 

２月 19 日メトロポリタン山形５Ｆ会議室「ちとせ」において、木産協で乾燥材動態調査に

協力いただいている企業 20 社にご案内し、賛同を得た

13 社が出席した。最近、乾燥材の需要が高まり賃乾燥を

依頼する場面が増え、他社の取り組みや動向等について、

意見交換をしたいという要望があり開催したもの。意見

交換の場面で、協議会組織まで必要かどうかは１年程度

準備期間を設けて決めたいとの意見が多かったので、今

年度は準備会として、意見交換会を年 2 回程度開催する

こととした。 
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６ 山形木材業組合総会開催!! 

 2 月 18 日山形市亀松閣において、2019 年山形木材業組合（組合長：鍋倉利樹）通常総会

が開催された。来賓として、山形市長、県議、市議の他、木産協からは阿部理事長が出席し

た。議事は、事業報告と収支決算、事業計画と予算書案はともに承認され、役員改選につい

ては、会長以下全員留任で承認された。 

７ ＳＤＧｓとは!! 

 ２月１日「木と住まいの大博覧会」のシンポジウ

ムで、東京大学名誉教授村上周三氏（内閣府：自治

体ＳＤＧｓ推進評価・調査検討会座長）がＳＤＧｓ

（エスディージーズ）の基調講演を行った。ＳＤＧ

ｓとは 2015 年９月の「国連持続可能な開発サミッ

ト」で世界 193か国が合意し、2030年までに「持続

可 能 な 開 発 目 標 （ Sustainable Development 

Goals）」達成を目指す 17 分野の国際目標。日本で

は、地球環境や気候変動に配慮しながら、持続可能

な暮らしや社会を営むための、政府・自治体、非政府組織、非営利団体だけでなく、民間企

業や個人などにも共通した目標としている。具体的な目標・ゴール等事例については、木材

産業会では、健康分野：健康住宅の推進、教育分野：次世代に向けた優れた学校建築、エネ

ルギー分野：省エネ建築の推進、まちづくり分野：住みやすいまちづくり、森林分野：木造

建築の振興等などがあげられます。2018年 6月には全国で 29都市がＳＤＧｓ未来都市の指

定を受け、本県からは飯豊町が指定されています。 

８ 森林経営管理制度 

 2 月 15 日村山総合支庁２Ｆ講堂にて森林経営管理制度等に係る市町村林務関係課長等会

議が林野庁担当を招き県内から約 110名の担当者等の参加で開催された。林野庁森林整備部

計画課首席森林計画官箕輪富男氏の説明で、主に市町村が 4月から担当すべき業務等につい

て、「森林経営管理制度の事務の手引き」等利用して解説した。また、現在国会審議中の森

林環境税（仮称）及び森林環境譲与税（仮称）の概要等も含め、意見交換を受けた。 

９ 「専門職大学を山形に！」プロジェクト県知事要請 

 2 月 12 日県庁５階 501 会議室にて、農林関係団体による設立趣意書を知事に手交しプロ

ジェクトの立ち上げについて説明のうえ、専門職大学の設置検討を要請した。趣意書では、

林業においては、オール山形で「やまがた森林ノミクス」による林業振興と地域活性化に取

り組んできている中で、新たな森林の適切な経営管理を促す森林経営管理制度が 4月から開

始されます。農業においては、昨年 11月に「全国農業担い手サミット inやまがた」が開催

され、競争力が高く魅力ある産業として持続的に発展するたくましい農業と日本の豊かな未

来の創造を目指すことを宣言しています。折しも政府において、農林業をはじめとする専門

性が求められる職業を担うための実践的かつ応用力的な能力を育成するため、専門職大学制

度が創設されたところです。このため、県内各界各層の有志が力を結集し、世界を俯瞰しつ

つ、農林業を通じた地域活性化に貢献できる人材の育成機関として、日本を代表する専門職

大学の山形への設置に向け、「山形の、そして日本の農林業を牽引する専門職大学を山形に！」

プロジェクトを立ち上げ、その実現を目指すと設立趣意書で強調されております。プロジェ

クト設立有志代表には、一般社団法人山形農業会議会長五十嵐直太郎氏、山形県農業協同組

合中央会副会長折原敬一氏、山形県森林組合連合会代表理事会長佐藤景一郎氏とし、山形県 
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会長細野武司氏、山形県木材産業協同組合理事長阿部昭氏らが同席した。知事は各業界の皆

様の意向は理解できた。県としても実現に向けて積極的に努力していく決意を示した。全国

的には、静岡県が県立農林環境専門職大学（仮称：4年生）を平成 32年度に開学する準備を

進めている。 

10 ３月以降の行事予定 

日 程 行  事  名 予定出席者 

 3. 1  全木連ＪＡＳ個別実証現場視察（天童市） 専務 

 3. 4  全木連平成 31年度事業説明会（東京） 専務 

 3. 7  山形県普及推進会議（寒河江市） 専務 

 3. 7  マルカ林業「協力会」（新庄市） 統括 

 3. 8  県立農林大学校卒業証書授与式（新庄市） 理事長 

 3. 11  地域材利用拡大連携推進協議会（山形市） 理事長他 

 3. 18  林業経営体説明会（村総２Ｆ講堂） 専務 

 3. 19  山火事防止連絡協議会（村総２Ｆ講堂） 専務 

3.19-20  全木連理事会・事務局長会議（東京） 理事長・専務 

 3. 22  県木材産業等高度化推進協議会（山形市） 専務 

 3. 26  県木材産業成長化事業計画検討委員会（山形市） 専務 

 4.  4  県庁新年度挨拶廻り（新課長、部長等）・三役会 理事長他 

  4. 16  素材生産部会総会・祝賀会（山形市） 理事長他 

 4. 24  木産協理事会（山形市） 理事長他 

 4. 25  県森林協会理事会（山形市） 理事長 

 5. 24  木産協総会（山形市） 理事長他 

 

11 日本百名山シリーズ紹介（石鎚山） 

 松山市からレンタカーで土小屋ロッジまで移動し、そこから往復

する。手前からロープウェイで中腹の神社まで登るコースがメイン

のようだ。10 月初旬に登ったので少し紅葉が始まっていた。西日本

一の高峰がこの石鎚山 1,982ｍ天狗岳で奥には南峰が見える。ちな

みに天狗岳山頂はこんな形で片側は崖となっている。手前の弥山に

は石鎚神社が岩にへばりついている。メインコースでも山岳信仰の

山だけに鎖場が 3 か所、長く急な岩場が続き、振り返ると結構スリ

ル感を味わえる。迂回路もあり、弥山までは家族でも登れそうだ。た

だ一般客はここまでで、この先山頂まではやせ尾根の岩稜地帯が続

く難コースとなる。写真のとおり垂

直に近い岩場が 200ｍほど続き、四国地区のロッククライミン

グのメッカとなっているらしい。山頂で邪心を払った後は、道

後温泉まで下り、坊ちゃん気分で湯につかり、お決まりの地酒 

三昧で眠り込む。なお、四国にはもう一つ剣山という百名山 

があり、車で２時間程度にて移動できるので併せて登ると経

済的でもある。こちらも山岳信仰の山であり、四国はお遍路さ

んや登山者、竜馬人気で観光客の多いところと感じた。もちろ

ん、本四連絡橋 3コースも見どころのひとつです。  

 

石鎚山 天狗岳 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1550898816/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2Jsb2cubGl2ZWRvb3IuanAvc3VnaWJvNjIzL2FyY2hpdmVzLzQ4NjQ2NTcyLmh0bWw-/RS=%5eADBHhQHBAihnqvpDlD38ZYqSG9fuEY-;_ylt=A2RCL7H_hG9cAzIAVQCU3uV7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy
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12 全木連等からのお知らせ（詳細は 4月に仙台で説明会開催!!） 

平成 31年度木材関連新規事業等のお知らせ（速報版） 
 
 ・木製塀の実証事業（合法木材を使用した塀や外構部の木質化の実証支援：下記） 

 ・ＪＡＳ構造材利用拡大事業（目視等級区分もＯＫ、構造材以外も一部ＯＫ） 
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13 1月期の住宅着工状況 
  

平成 31年 1月期の県内新設住宅着工戸数は 223戸となり、対前月比 32.4％、対前年同月比 62.3％、前年累計比 62.3％となった。全般的
に前年比・累計比とも大きく減少している。木造率は 89.2％で、貸家・分譲住宅の大幅な減少が原因である。平成 30年次総数は高水準。 
 


